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財団スタート
　新型コロナウイルスの影響により世情が落ち着かない中、皆様方にはお
見舞い申し上げます。お蔭様をもちまして、去る令和２年２月３日
一般財団法人　福島医大トランスレーショナルリサーチ機構は、スタート
を切ることができました。

　新型コロナウイルスの影響でなかなか本格稼働というわけにもいきませ
んでしたが、業務部門も５月、６月、９月と少しずつ職員の増員を図り、
一歩ずつあゆみを始め、ようやく皆様に財団からのお便りをお届けできる
ようになりました。

理事長からのメッセージ
　福島県立医科大学・医療 - 産業トランスレーショナルリサーチセンター
（ＴＲセンター）では、東日本大震災復興プロジェクトの一つである「福
島医薬品関連産業支援拠点化事業（福島事業）」を推進して参りました。
福島事業の目的は、研究開発した成果物により医薬品関連産業の開発支援
を行うことと、福島の地に新たなバイオ産業および雇用を創出することで
す。
　この事業を将来にわたって安定的に展開するために、一般財団法人　福
島医大トランスレーショナルリサーチ機構（福島ＴＲ財団）が令和２年２
月３日に設立されました。今後、ＴＲセンターと緊密な連携関係を構築し
つつ、公立大学として積極的に展開しにくい「研究開発成果物活用分野」
において、福島事業の研究開発成果物（福島コレクションⓇ）の産業界へ
の橋渡しを一層推進する役割を果たします。

　本業務を通して、会員の皆様、ＴＲセンターおよびＴＲセンター発ベン
チャー企業と連携することにより、各会員様の研究開発支援や新たな医薬
品関連産業の創出・集積をめざし、福島復興に貢献して参ります。

　今後ともご支援ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

家村　俊一郎理事長
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財団沿革
令和 ２年 ２月 ３日 財団設立 　

※他組織兼務職員２名でスタート

２月１０日 第一回理事会開催

３月２３日 第一回評議員会開催

４月 １日 総務部   ２名　入職

５月 １日 研究開発部  ５名　入職

６月 １日 研究開発部  ２名　入職

９月 １日 事業戦略部  １名　入職

９月 新役員追加就任（評議員 １名、理事 ２名）

組織・部署

総　務　部 :  

業務進捗状況
　本年５月より順次、福島県立医科大学、企業等と、業務提携基本契約・
実施許諾契約・業務受託契約等を締結し、受託試験事業を開始いたしま
した。

　福島事業の一環として、新型コロナウイルス感染症抗体医薬品開発に
取り組むこととなり、福島と東京にてそれぞれ関係各機関と合同で記者
会見を行いました。

　詳細については 『財団トピックス』 をご覧ください。

　財団会員の募集をスタートし、会員様向けのサービス提供を開始しま
した。すべての会員様向けのサービスとして、福島事業でこれまでに収
集した福島コレクションの情報や刊行物などを公開しております。また、
会員様の種別により細胞コレクション（細胞株、F-PDO、F-PDX）や抗
体評価のデータベースをご利用いただけます。
　令和 ２年９月１日現在、既に１８社の企業様にご加入いただいてお

ります。会員特典などの情報は、財団ホームページをご覧ください。

評議員
理事・監事
総務部
研究開発部

計

5

9

23

2 (1)

2 (1)
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令和 ２年９月現在

人数 ( 役員兼務 )

事業戦略部

研究開発部 :  

事業戦略部 :  

役員会運営、総務全般

受託業務、
データベース運営全般

顧客獲得、事業戦略全般



財団トピックス
　令和２年９月７日（月）に福島県立医科大学、また同月１１日（金）に永
田町の衆議院第一議員会館にてそれぞれ「新型コロナウイルス感染症抗体医
薬品開発のための新型マイクロアレイの発表説明会」が行われました。

　本会の主旨は、新型コロナウイルス感染症回復者から、採血にご協力いた
だける方々を募集するというものでした。会見の様子は、新聞・テレビ各社
にて報道され、早速、沢山のボランティアのお申し出をいただいております。

　当財団からは、家村俊一郎（ＴＲセンター 副センター長 兼 財団 理事長）・高
木基樹（ＴＲセンター 教授 兼 財団 副理事長）が出席し、高木が抗体医薬品開発
に至るまでの説明と採血ボランティアへのご協力をお願いしました。本会に
は、衆議院議員 亀岡偉民氏・福島県立医科大学 竹之下誠一理事長・ＴＲセン
ター 渡辺慎哉センター長以下、下記の皆様にご出席いただきました。

　亀岡偉民氏には、福島復興プロジェクト総括責任者として、これまで当財
団のみならず福島事業、福島県立医科大学など、関係機関に多大なるご支援
をいただいております。

【主な出席者】 敬称略

・ 福島復興プロジェクト総括責任者

・ 福島県立医科大学 理事長 兼 学長

・ 福島県立医科大学 ＴＲセンター長

・ 日本オリンピック委員会 会長

・ 日本サッカー協会 会長

・ 日本バレーボール協会 会長

・ 関係機関 医薬基盤・健康・栄養研究所、大阪大学微生物病研究所、
  国立感染症研究所、第一三共株式会社、
  富士フイルム和光純薬株式会社

・ 福島ＴＲ財団関係者

亀岡　偉民

竹之下　誠一

渡辺　慎哉

山下　泰裕

田嶋　幸三

嶋岡　健治

福島県立医科大学ＴＲセンター 副センター長 兼 財団 理事長

家村　俊一郎

福島県立医科大学ＴＲセンター 教授 兼 財団 副理事長

高木　基樹

・ 健康医学協会東都クリニック 副院長 佐原　由華子

財団 副理事長 赤井　正輝



財団情報 Information

財団名称 一般財団法人 福島医大トランスレーショナルリサーチ機構

住所

電話番号

メール

HP

福島市栄町１番３５号　キャピタルフロントビル７階

024-573-6083

fukushima.tr@ftrf.jp

https://ftrf.jp/

会員募集
福島ＴＲ財団では、取り組みにご賛同いただける法人様、個人様の入会を
お待ちしております。
詳しくは財団ホームページをご確認ください。
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